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第 4 章では，第 3 章で見られた低フィチン系統の低Ｐ耐性機構を詳細に解析することを
目的に，低フィチン系統と普通栽培品種「納豆小粒」を低Ｐ条件下で栽培し，低Ｐ耐性に
関わる生理・生化学的な形質を検討した。その結果，低フィチン系統では，普通品種に比
べて低Ｐ条件下での根毛の発達，根から放出される有機酸量，根のホスファターゼ活性が
高いことが低フィチン系統の低Ｐ耐性機構であることを明らかにした。 
 
第 5 章の総合考察では，低フィチン系統の発芽特性と低Ｐ耐性機構について普通系統・
品種と比較しながら総合的に考察し，低フィチン系統は普通系統・品種と同等かあるいは
それ以上に初期生育および根の発達が良く，高い低Ｐ耐性を有していると結論した。本論
文において得られたダイズ低フィチン系統の初期生育の特徴と低Ｐ耐性に関する新知見
は，低フィチン系統の実用化に道を開くものであり農学的に極めて重要な成果と考えられ
る。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格があるも
のと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
